
令和７年度 第２回越前おおの産業ブランド力向上会議 次第 

 

 

日時：令和７年１０月１４日（火）午後１時３０分～ 

場所：大野市役所２階 大会議室 

 

 

１ 開会 
 
 
２ 委員長あいさつ 
 
 
３ 委員紹介 
 
 
４ 議事 
（１）令和７年度事業の進捗について 
（２）令和８年度事業（案）について 

 
 
５ その他 
 
 
６ 閉会 
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（１）稼ぐ力応援事業関係

①結のビジネスプランコンテスト2025

・一次審査を突破した5組が10月19日に開催する最終審査会でプランを発表予定

・最終審査会終了後は、ビジネスプランの実現や創業に向けたサポート支援を実施

【最終審査会での発表者】

発表プラン名 発表者

1
まるごと大野 里芋スイーツプロジェクト

～捨てるところが一つもない、“ご当地の宝”上庄里芋を未来へ～
大野飲食業組合　平鍋さん

2 星空を醸す。日本一きれいな越前大野の星空をまもりたい 真名鶴酒造合資会社　泉さん

3 “大野名水ゆきむろ”プロジェクト 福井大学カーボンニュートラル推進本部　鈴木さん

4 地域連携型滞在観光を活用した定住人口増加促進に向けたプロジェクト 豊実精工株式会社　国谷さん

5
『結の静寂（ゆいのしじま）』

ー越前大野、古民家で嗜むデジタルデトックス・リトリート
上智大学　有田さん

②結のビジネス実現補助金

【内容】結のビジネスプランコンテスト最終審査会で発表したプランに基づいた事業の実施を支援

補助率1/2 上限50万円（事業所の新築・改装等を実施する事業は100万円）

【実績】１件予定

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

R7年度

（6/30〆）プラン募集 （7月）
一次審査(書類審査)

（10/19）最終審査会・
公開プレゼンテーション

（8～9月）
ブラッシュアッ
プ支援（5組）

（11～2月）
最終審査会発表者のサポート支援
（5組を予定）

30件の応募
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③大野の逸品創出事業

Ｒ７年度

4～6月 7～9月 10～12月 1～3月

●5/19セミナー・
 R6商品発表会
（動機付け）

商品企画策定に向けた勉強会
（全体会１回、グループ毎１回）

商品化に向けた個別相談
（事業者毎に５～６回予定）

見本市出展、コンテスト出品●

【参加事業者】

【スケジュール】

・既存商品のブラッシュアップが４事業
者、新規開発が４事業者

・飲食メニューの商品開発が２事業者

・一部の商品は、自社ＥＣショップでの
販売やふるさと納税返礼品としての出
品を検討

【Ｒ７参加事業者の傾向・特色】

R7新規
参加事業者

商品完成、見本市出展に向けた個別相談

見本市出展、コンテスト出品●
R6からの継続
参加事業者

業種 Ｒ６事業者 Ｒ７事業者数 Ｒ７商品企画の一例

食 品 ３ ３
・サーモンの生ハム
・上庄里芋を使用した冷凍コロッケ

飲 食 － ２
・市内食材を使用した朝ラーメン
・オール大野産の飲食メニュー

工芸品 ２ ２
・ペット用の帆布バッグ
・自社の端材を使用した商品

菓 子 ４ １ ・六呂師高原をイメージしたクッキー

農産物 ３ －

合計 １２ ８
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④中小企業者等人材育成事業補助

【内容】従業員の資格取得や研修にかかる費用を補助

補助率1/2（デジタル資格に関するものは2/3） 上限10.5万円（1従業員あたり3.5万円）

【実績】実施予定 16社（講習等40件：土木施工管理、上下水道関連技能検定、建設関連技能検定、

税理士・うち1件がIT関連：Python入門）

⑤中小企業者等人材確保事業補助

【内容】採用のためのホームページ作成・改修、企業説明会出展、インターンシップ等を補助

補助率1/2 上限40万円（1事業あたり20万円）※「大野市働く人にやさしい企業」に限る

【実績】実施予定 5社（HP作成4件、企業紹介動画作成1件、合同企業説明会出展3件 等）

⑥店舗形成事業補助

【内容】まちなかへの出店に係る施設整備費用を補助

補助率1/3（女性1/2） 上限100万円（自己所有物件）、50万円（他社所有物件）

【実績】現時点でなし

⑦共同店舗形成事業補助

【内容】共同店舗への出店に係る施設整備費用を補助

補助率1/3（女性1/2） 上限30万円

【実績】現時点でなし
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（2）魅力発信プロモーション事業

○前期は、国道158号の通行止めを受け、県内・北陸エリアを中心に、

国道158号の通行再開のタイミングで、県内・北陸・中京エリアにプロモーションを実施

○後期は、中京エリアにプロモーションを実施予定令和7年度　魅力発信プロモーション事業　広告料執行状況
№  媒体 内容 エリア 発行部数等 発行日・放送日

1 福井新聞
ホロッサ、荒島の郷、花桃、七間楽市・

山菜フードピア
県内 約16万部 4月26日 支出済

2 テレビCM（石川）
ホロッサ、ガ・オーノ、道の駅九頭竜、

荒島の郷、ワンハンドグルメ
北陸エリア 4月26日～5月5日 支出済

3 テレビCM（石川）
荒島の郷、ワンハンドグルメ、花桃、

OSORA
北陸エリア 5月1日～5月10日 支出済

4
WEB広告（子どもとお出かけ情報

サイト「いこーよ」）

ホロッサ、ガ・オーノ、道の駅九頭竜、

荒島の郷、OSORA、城下町、星空
全国

5月1日～

5月31日
支出済

中京エリア 支出済

北陸エリア 支出済

6 テレビCM（福井） 九頭竜新緑マルシェ、ホロッサ 県内 6月3日～7日 支出済

7

・雑誌（月間URALA（7月号））

・冊子・WEB（福井駅周辺エリア

グルメガイド）

ワンハンドグルメ、そば、醤油カツ丼 全国 6.5万部 7月1日 支出済

8

・テレビ番組（夏のお出かけファ

イル※テレビ金沢）

・テレビCM（石川）

ソラトダイチ、荒島の郷、ホロッサ 北陸エリア
番組：7月19日

ＣＭ：7月30日～8月8日
支出済

9 福井新聞 ソラトダイチ、荒島の郷、ホロッサ 県内 約16万部 7月19日 支出済

10 日刊県民福井 ソラトダイチ、荒島の郷、ホロッサ 県内 約3万部 7月25日 支出済

11 雑誌（北陸ドライブ） ソラトダイチ、荒島の郷、ホロッサ 北陸エリア 5.5万部（フリーペーパー含む） 7月25日 支出済

CM：県内 支出済

Tver：中京エリア ＴＶｅｒ：50,986回再生 支出済

13 雑誌（東海Walker秋特大号） ソラトダイチ、荒島の郷、ホロッサ 中京エリア 4万部 8月21日 支出済

5 新聞（「中部新時代2025」特集） ワンハンドグルメ 約212万部
5月15日

5月29日

12
・テレビＣＭ（福井・）

・Tver広告
ソラトダイチ、荒島の郷、ホロッサ 7月25日～8月3日
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（3）ふるさと納税推進事業 県内自治体との比較・大野市の課題

課題：寄付単価が低い
⇒お米の定期便・大容量の品数UP
⇒R7.6月に寄付額の増額を実施。（返礼品率30％→25～27％）
（例）提供価格3,000円 寄付額10,000円【30％】→寄付額12,000円【27％】

9月末寄付単価：19,662円
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（3）ふるさと納税推進事業 カテゴリ別寄付金額の割合

R6よりもさらに！お米に寄附が集中
【定期便、容量大】
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（3）ふるさと納税推進事業 寄付金額の推移

R6.9月末時点 ： 1億1,369万円
R7.9月末時点 ：2億1,366万円 前年同期比：187.9％
※9月寄付額 ：8,981万円 前年同月比：242.7％
※R7.10月～ ポータルサイトによるポイント付与の禁止

⇒R7着地予想：3.2億円（前年比115％）

お米の在庫量に限りがあるため、
他カテゴリの返礼品でどこまで
伸ばせるか

令和７年度事業の進捗について
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（4）観光誘客

【観光客入込数】

〇国道１５８号通行止めの影響で入込数は前年より大きく減少している。しかし、通行止め

解除後の８月の入込は道の駅 越前おおの荒島の郷、九頭竜ともに前年より増加した。越前大

野城は減少しているが、主に気温が高い日が続いたことが影響したと考えられる。

※7-8月気象 / 真夏日56日【前年比：約22%増】、猛暑日11日【前年比：約83%増】

〇市や県の誘客プロモーションや県の奥越周遊キャンペーン（5/17～11/30）の実施により、

通行止め期間中も誘客の一定の効果があった。また通行止め解除のアナウンスと周遊キャン

ペーンのプロモーションにも一定の効果があったと考えられる。

観光客入込数（人）

4-8月 越前大野城
道の駅
荒島の郷

道の駅
九頭竜 ４月 越前大野城

道の駅
荒島の郷

道の駅
九頭竜 ６月 越前大野城

道の駅
荒島の郷

道の駅
九頭竜 ８月 越前大野城

道の駅
荒島の郷

道の駅
九頭竜

R７ 26,477 287,988 38,438 R７ 5,219 44,531 3,938 R７ 3,646 40,268 4,972 R７ 6,224 92,863 14,687

R6比率 74.5% 86.4% 65.6% R6比率 59.6% 67.6% 30.1% R6比率 66.9% 72.1% 54.1% R6比率 85.9% 110.4% 104.0%

R5比率 92.7% 97.3% 68.2% R5比率 91.8% 75.3% 35.3% R5比率 89.7% 93.9% 65.7% R5比率 110.4% 132.4% 109.2%

R６ 35,561 333,197 58,615 R６ 8,753 65,874 13,096 R６ 5,452 55,867 9,197 R６ 7,242 84,099 14,120

R５ 28,577 295,897 56,320 R５ 5,686 59,117 11,143 R５ 4,063 42,897 7,570 R５ 5,638 70,121 13,446

通行止め直後 プロモーション
キャンペーン展開

通行止め解除後
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（4）観光誘客
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【エリア】

・国道１５８号の通行止めの影響で東海エリアからの割合が大きく減少。県内、エリアの割合が大
きく増加した。関東エリアの減少は新幹線開業効果の反動が考えられる。

・国道１５８号の通行止め期間中は、誘客プロモーションや奥越周遊キャンペーンの効果があり県
内の方の割合が増えたと考える。

Ｒ６ Ｒ７
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【ＦＴＡＳコメント抜粋】

・大野城の桜は福井より遅く咲くので、福井で終わっている桜が長く楽しめる。

・飲食店が閉まるのが早かったので少し焦った。

・食べるものが美味しかったです。大野付近ではボルガライスを食べられる店舗が少なかったので、増えてく

れると嬉しい。

・越前大野城と朝市は都会ではなかなか経験出来ない景色、お食事処が少ない。

・城や公園が素晴らしい。七間通りに飲食店（食べ歩き）が増えたらもっと人が集まるのではないか。

・もっと食べ歩きができるお店があると楽しいと思います。

・まだまだしらないところがある。ゆっくり回りたい。軽食の充実。

・道の駅荒島の郷 嶺北の美味しいものがギュッと集まっている。もう少し、土日だけでも営業時間が早いの

と、閉店も遅いと嬉しい。

・新しい店が出来ていたのですすめたいですが日曜日定休日なので残念でした。

・福井といえば海産物しか知らなかったが、舞茸、しょうゆカツ丼、そば、日本酒、厚揚げなど知らなかった

・きれいな水環境は勧めたい。無料休憩所で、お茶やお茶菓子（越前大野城、城下町の特産品など）が頂ける

サービスなどがあれば嬉しいです！

・街並みがキレイで、のんびりすごせる。以前星空ハンモックを体験したがとても良かった。プラネタリウム

での夜の観測も無料なのにとても良かった。

・景色がきれい。今度はゆっくり宿泊してもっと楽しみたいと思いました。
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（４）観光誘客

◆第１回 実績◆

販売数(A) 1,196 

パス総入館者数(B) 3,574 

施設利用率(B)÷(A) 3.0 

〈第２回〉

〇販売金額を1,000円に変更し実施
※７月より文化施設入館料値上げ
大人３００円 ４００円

令和８年の導入に向けて試験販売を実施
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（４）観光誘客

◆第１弾（５～７月）

【応募状況】
・３１３名（県内７０、県外２４３）の応募

【アンケート】
・キャンペーン参加にはアンケート回答が必要

・アンケートは旅行に関する質問や宿泊施設に
関する質問

・アンケートは取りまとめ後に宿泊施設にもフィー
ドバック
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○次期戦略の策定（令和９年２月に策定予定）

○新たなビジネスの創出（第二創業含む）や商品の高付加価値化を推進

・結のビジネスプランコンテストを開催（３回目）

・結のビジネス実現補助金 ※令和６年度、７年度の最終審査会出場者が対象

（結のビジネスプランコンテスト最終審査会で発表したプランに基づいた事業の実施を支援）

・大野の逸品創出事業

（令和７年度の参加事業者を引き続き伴走支援。新規で参加事業者の募集は行わない方向で検討中。）

○まちなか等の賑わいを創出

・店舗形成事業補助

（まちなかへの出店に係る施設整備費用を補助）

・共同店舗形成事業補助

（共同店舗への出店に係る施設整備費用を補助）

・【新】まちなか（七間通り）の物件の状況を調査し、魅力的な商店を創出する施策を検討

○人材育成、確保への支援

・中小企業者等人材育成事業補助

（従業員の資格取得や研修にかかる費用を補助）

・中小企業者等人材確保事業補助

（採用のためのホームページ作成・改修、企業説明会出展、インターンシップ等を補助）

         ・【新】高校生に地元の企業を知ってもらうプログラム

       

（1）稼ぐ力応援事業関係

下記の事業を継続して実施。次期戦略の策定を進める中で令和9年度以降の施策を検討。

決定事項ではありません。
アイディア段階の内容です
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【発信内容等】

・発信する越前おおのブランド
⇒六呂師(星空とキャンプ場)、越前大野城 ＋ 中縦の県内全線開通

・ターゲット

⇒エリア：中京
世 代：若者・ファミリー層（六呂師）、シニア層（越前大野城）

・情報発信の手法

⇒雑誌・SNS・WEB（六呂師）、新聞・テレビ（越前大野城）

【例】

・六呂師と中縦をSNS広告で発信
・越前大野城と中縦を中京メディアで放送（テレビＣＭ又は旅番組等）

大野市

中京

六呂師、中縦 越前大野城、中縦

雑誌・SNS・WEB 新聞・テレビ

若者
ファミリー層

シニア層

（2）魅力発信プロモーション事業

  （継続）中部縦貫自動車道の県内全線開通に向け中京エリアを中心に発信

決定事項ではありません。
アイディア段階の内容です
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令和８年度事業（案）について

決定事項ではありません。
アイディア段階の内容です

①ふるさと納税返礼品生産強化支援補助事業（ふるさと納税3.0）

対象：ふるさと納税返礼品提供事業者

目的：事業者の生産力強化及び事業拡大を支援し、

大野市の地域振興の推進及び寄付額増加を図る

「ふるさと納税3.0」とは…

   ふるさと納税返礼品の創出または生産等の拡大に取り組む事業者に
対し、ふるさと納税制度を活用したクラウドファンディングにより集
まった寄附金を原資として、補助金を交付する制度

（3）ふるさと納税推進事業

ふるさと納税
ポータルサイト

イメージ：あわら市ふるさと納税ページ
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令和８年度事業（案）について

決定事項ではありません。
アイディア段階の内容です

①ふるさと納税返礼品生産強化支援補助事業

＜メリット＞

・市の財源持ち出しなし

・事業者は最大100％の補助金で設備投
資ができる

・返礼品のバリエーション、在庫数が増
える

＜例：業務用精米機 100万円を購入したい＞

補助対象経費 100万円→ 補助額 50万円（経費×1/2）～100万円（経費全額※上限あり）

補助額 50万円

100万円

目標②寄付額250万円（経費÷40％）を超えれば、経費全額100万円を補助

目標①寄付額125万円（経費×1/2÷40％）

を超えれば、寄付額の４割を補助40％ 60％

40％ 60％

補助額 100万円

40％

125万円

250万円
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（4）観光誘客

周遊滞在型観光の推進と戦略的プロモーション

・【新】市内の周遊性向上に向け、複数の観光文化施設に自由に入館できる「1日ぐるっと

満喫フリーパス」を販売

・【新】ファミリー層の誘客に向け、ミルク工房での化石資料展示を実施し、和泉エリアへ

の誘客に資する情報発信を強化

・【新】歴史や花木などのスポット情報を効果的に発信するため、デジタルマップを導入

・GPSビッグデータを活用した観光エリアの人流調査を実施し、観光客の動態を把握

・観光パンフレットの多言語化（簡体字中国語）により、外国人観光客の受入環境を向上

・観光文化施設の魅力向上に向け、旧田村家（風車）および旧内山家（夏障子・絵障子）の

展示を充実

・観光資源を活用したコンセプトルームの設置など、多様な宿泊施設の整備に対する補助

・イベントの開催（おおの城まつり、九頭竜紅葉まつり、越前おおの冬物語）

・サービスエリア（SA）における中部縦貫道のPR（県内全線開通、無料通行区間）と観光

案内を兼ねたリーフレットの配架

・市内の周遊性向上に向け、2つの道の駅で積極的に観光情報を発信

・新たな誘客に向け、学生合宿への補助や企画旅行（バス）への助成を実施 など

決定事項ではありません。
アイディア段階の内容です
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（5）農業

①越前おおの型 食・農業・農村ビジョンの改訂

②ふるさと納税を活用した農林産物のブランド化・生産振興事業

・大野市の農業施策、食育施策の方向性を定めるもの
・令和９年２月に改訂予定

決定事項ではありません。
アイディア段階の内容です
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【令和６年度の主な事業】

（6）イベントへの支援について

・越前おおのブランド活用事業補助で、イベント関係も支援（令和６年度に廃止）

・令和６年度第２回向上会議で、事業廃止の説明 ⇒ 委員より、イベントへの支援は残してはどうかと意見あり

         ・令和７年度９月議会、決算特別委員会で、議員よりイベントへの支援を検討してはどうかと意見あり

【令和７年度の主な事業】

・越前おおのブランド活用事業補助

・結の故郷ビジネスサポートチーム事業

廃止

・結のビジネスプランコンテストを開催

・大野の逸品創出事業

・店舗形成事業補助、共同店舗形成事業補助

・中小企業者等人材育成事業補助
・中小企業者等人材確保事業補助

・結のビジネスプランコンテストを開催

・結のビジネス実現補助金

・大野の逸品創出事業

・店舗形成事業補助、共同店舗形成事業補助

・中小企業者等人材育成事業補助
・中小企業者等人材確保事業補助

継続

継続

継続

・令和６年度は、越前おおのブランド活用事業補助でイベントや商品開発などを支援。

・令和７年度は、事業の廃止に伴いイベントへの支援制度はない。商品開発などは大野の逸品創出事業、ビジコンで支援。

（稼ぐ力の向上につながる事業の優先度について）

①観光誘客、まちなかへの出店や新たな商品開発、人材確保などの産業振興、稼ぐ力の向上につながるイベントへの支援
（想定15万円程度）

②商品開発やまちなかへの出店などへの支援

③その他

・青年活動推進事業補助（生涯学習・文化財保護課） 交付額の上限：15万円
青年団体が実施する青年活動の活性化を目的とした事業（イベント含む）に支援

・結の故郷 地域が輝く交付金事業（地域文化課）
まちづくり団体などが実施する地域活性化を目的とした事業（イベント含む）に支援

廃止
新

拡充


	（R7第2回）.pdfから挿入したしおり
	既定のセクション
	スライド 1: 令和７年度 第２回　越前おおの産業ブランド力向上会議 資料
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23



